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（１）毎日、礼拝を捧げ、祈り会をおこなう
（２）超教派として活動する
（３）伝道、学びなどのために貸室を提供
　  する

ＴＰＣは「日本と世界のリバイバル」
を目指します

醸し出すと、人々の中で非常に重宝され、歓迎さ
れ、喜ばれる、と主イエスは言われているのです。
つまり、主イエスは、家庭や、会社、学校、親戚
の間で、「あなたがたは地の塩となれ」と言われ
ており、これが主を証することになるのです。
　使徒パウロは言っています。「時をよく用い、
外部の人に対して賢くふるまいなさい。いつも塩
で味つけられた快い言葉で語りなさい。そうすれ
ば、一人一人にどうこたえるべきかがわかるでし
ょう。」（コロサイ４：６）塩は少量で十分なのです。
どうしても「塩味」が教会に濃すぎると良くあり
ません。水の中でも地の上でも生物が住めない
死の世界となります。
　私たちは、教会で霊的な塩を頂き、そして、こ
の世で「地の塩」となろうではありませんか。そ
れは、お金もかからない、効果的な伝道です。ク
リスチャンは一味、二味違う、塩味ある「地の塩」
となれ。私もそのような心がけで信仰生活を送り
たいと願っています。

　イエス・キリストは聖書の中で「あなたがたは
地の塩です。だが塩に塩気がなくなれば、その
塩は何によって塩味がつけられよう。」（マタイ５：
13）と言われています。塩に塩味がない。そんな
ことがあるでしょうか。私は一度、アメリカのス
トアーで中身は塩なのですが、間違って塩味の
ない塩を買い、料理に使おうとしても使えないの
で、やむなく捨てたことがあります。
　料理は塩味によっておいしくなり、無くてはな
らないものです。また、塩は腐敗を防ぎます。そ
して、塩は生命を維持するためには欠くことがで
きず、そのため、昔から誰も塩をため込んで高い
値段で販売できないように管理されてきました。
　この聖句で主イエスは、「あなたがたは地の塩
です」と言われた時、決して「教会の塩となれ」
とは言われませんでした。「地の塩です」とは「教
会の外に出て地の塩となれ」と言うことです。ま
だ、主イエスを知らない人々の中で適度な塩味を
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